
お楽しみ文学館
○日 時

令和7年４月１２日（土）
１３：３０～ ７８分

○上映作品
『 猫と私と、もうひとりのネコ 』

○監督：祝 大輔

○出演：吉名 莉琉、一青 窈、津田 寛治

○作品について
女子高生の主人公が、家族間のすれ違いや母の介護と進学への悩み

を抱え、心身共に追い詰められていく中で家族や学校以外の社会と関
わることで、前向きになれ自分らしさを取り戻していく姿を描いてい
ます。（２０２４年公開）

気持ちが動く

身内にアニメ作品に興味のある っ て は 貴 重 な 喜 び に な る は ず で
者がいて、そのような人たちがあ す。後半はそのエリアだけ時間指
こがれるテーマパークに行ってき 定されている大きな建物内に入り
ました。私はそれほど興味はなか ました。その建物内はもはやアニ
ったのですが、そこの街に行った メの世界です。その中でも 1番人
ことがなかったという単純な理由 気は、アニメ作品の 1場面と同じ
か ら 旅 行 気 分 で つ い て い き ま し セットが作られていて、そこでは
た。そのような気持ちで出発し、 まるで作品内に自分が入り込んだ
見知らぬ土地で電車を乗り継ぎテ かのように登場人物になりきって
ーマパークの最寄りの駅に到着し 写真を撮ることができるスポット
ました。事前に施設利用のチケッ です。当然のことながら人気作品
トは入手していましたので、いざ には長蛇の列ができていて１時間
その施設に入ろうとすると、入園 近くも待たされるものもありまし
もしくは入館のようなエントラン た。その様子を見ていてなるほど
スが見つかりません。しかし、人 聖 地 巡 礼 と い う 言 葉 が あ る よ う
の流れはあるので、わけのわから に、ドラマや映画の撮影場所を訪
ないまま先を進んでいきました。 れる人気スポットができることが
施設を利用するうちにわかったこ 理解できました。昨年映画化され
となのですが、そこの施設がある た「名探偵コナン」は函館がメイ
場所は誰でも利用できる大きな公 ンだったようで（映画を見てない
園になっていて、その公園内にい の で 詳 し い こ と は わ か り ま せ ん
くつかのエリアがあり各エリアの が）、観光名所には多くの人が訪
特別な施設に入るときに初めて施 れたとのテレビのニュースを目に
設利用のチケットが必要になると しました。そのニュースを見て、
いうところでした。 1度行ってみ もしもコナンくんが美幌町のみど
るとその仕組みが理解できるので りの村に宿泊し、事件解決の重要
すが、テーマパークというと初め な場所に美幌町図書館が登場して
にチケットを提示して重々しい入 いたら・・・なーんて勝手に妄想
口から入るという思い込みが邪魔 していました。聖地巡礼のような
をして恐る恐る各エリアに向かっ ことは、間違いなく人の気持ちを
たという状況でした。エリア利用 動かしますので、今回の経験をヒ
のチケット代はけっして安いもの ントに町の活性化に結びつくよう
ではないのですが、そこでしか味 な 人 々 の 心 を 動 か す も の は な い
わえない体験はこんな私でさえ確 か、あるいはつくれないかといろ
かに魅力的に感じました。ことさ いろ思案しているところです。
らアニメ作品に興味のある方にと

美幌町図書館だより
令和７年３月 １日

第８３号

☏ ０１５２－７３－３０１６

住所 美幌町字東１条北４丁目１５
（文責：図書館長）

ぴー☆ぽーろ

ここの場をお借りしてお礼です

美幌町図書館長

Ｐ☆ＰＯＲＯ

前回ここで「早く暖かい春にならないかなあと思うばかりです
が・・。」とつぶやいたばかりに、先日悪天候の中開館する日が
ありました。その日は月に１度の「お楽しみ文学館」の日。毎回
DVD上映を楽しみに図書館に来てくださり、上演開始時刻のかな
り前から来館される方もいらっしゃいます。しかしこの日は悪天
候で、いつもはお客様が集まる時刻になってもなかなか人影が見
えません。もしかして・・・今回は誰も来なくて中止になるので
はないか。そんなことも頭をよぎりました。・・・この日もいつ
ものように視聴覚室で１人待つこと３０分、ようやく１人目のお
客様が現れ、ほっとひと安心。そのあともいつもよりは少なかっ
たのですが、来館者が訪れました。いらっしゃった皆様は口々に
「天気が悪くて見に来ようか迷ったんですよ。」とのこと。そん
な中図書館に足を運んでいただきましてありがとうございました。
でもけっして無理はされずどうぞ安全第一でお過ごしください。

１月の図書館利用状況

来館者 ３ ,１８９人
（前年比 ー３１７）

開館日数 ２０日

一般の貸出冊数 ４ ,２２９冊

児童の貸出冊数 ３ ,４９１冊

合計貸出冊数 ７ ,７２０冊
（前年比 ー１６６）

来 館 者 数 、 貸出 冊
数 と も に 少 し減 り
ま し た が 、 ほぼ 前
年 度 同 様 の 数だ と
思 っ て お り ます 。
い つ も ご 利 用あ り
がとうございます。

３月の主な予定

２月２５日（火）～３月２日（日）
新聞の無償譲渡
８日（土）
お楽しみ文学館

１３日（木）
絵本とあそぼ

１５日（土）～１６日（日）
春のガチャガチャフェア

２２日（土）
読み聞かせボランティア養成講座

イキイキピアノコンサート
２５日（火）～３０日（日）

新聞の無償譲渡

２7日（木）
おはなしのへや

休館日
３日、１０日、１７日、２０日、

２４日、２８日、３１日



　

小説・エッセイ
幸せって何だろう JAFメディアワークス ひき肉のごちそう 若山 曜子 KADOKAWA

そんなときは書店にどうぞ 瀬尾 まいこ 水鈴社 マンガで納得身につく断捨離 BS朝日「ウチ、“断捨離”しました!」スタッフ KADOKAWA

あの夏のクライフ同盟 増山 実 幻冬舎 北海道の野菜づくり 北海道協同組合通信社

翳りゆく午後 伊岡 瞬 集英社 70歳からのスマホまねるだけ講座 岡嶋 裕史 扶桑社

コーヒーの囚人 砂村 かいり 光文社 色彩の魔術師エリック・カールの絵本とアート ペンギン  ランダムハウス 偕成社

桜が散っても 森沢 明夫 幻冬舎 ニッポン全国空港放浪記 A☆50 Akira Igarashi イカロス出版

11ミリのふたつ星 砥上 裕將 講談社 校正・校閲11の現場 牟田 都子 KTC中央出版

セルフィの死 本谷 有希子 新潮社 いしばしなおこのニッポン折り紙 いしばし なおこ ブティック社

千年のフーダニット 麻根 重次 講談社 SHO-TIME 3.0 ビル　プランケット 徳間書店

直木賞を取らなかった男 新堂 冬樹 光文社 最強登山家プルジャ ニルマル　プルジャ 集英社

謎の香りはパン屋から 土屋 うさぎ 宝島社 すごい!ことわざ図鑑 北澤 篤史 講談社

二十四五 乗代 雄介 講談社

秘仏の扉 永井 紗耶子 文藝春秋 児童書・絵本

普通の子 朝比奈 あすか KADOKAWA 小学生になったらともだちずかん 長谷川 康男 ポプラ社

PRIZE 村山 由佳 文藝春秋 くらしと天気!!お天気用語大図鑑 南気象予報士事務所 国土社

行成想歌 佐藤 雫 光文社 動物の今と昔ずかん 土屋 健 ほるぷ出版

夢燈籠 伊東 潤 中央公論新社 人体のつくりと運動図鑑 湯浅 康弘 金の星社

ロスト7 真山 仁 KADOKAWA あたたかな手 濱野 京子 偕成社

歪曲済アイラービュ 住野 よる 新潮社 ぼくはクルルをまもりたい なりゆき わかこ ポプラ社

さむらい あさの あつこ PHP研究所 若松一中グリークラブ 神戸 遙真 岩崎書店

いつでもトレーニング 鈴木 まもる 文溪堂

実用書 いろいろおにごっこ 小沢 正 世界文化ワンダーグループ

池上彰の未来予測After 2040 池上 彰 主婦の友社 おんぶーぶー 矢野 アケミ 童心社

今さら聞けない防災の超基本 永田 宏和 朝日新聞出版 こんなおうちにすみたいな 武田 美穂 ほるぷ出版

食料備蓄はじめてBOOK備蓄ノウハウ55 高荷 智也 徳間書店 たいこどんどん 三浦 太郎 ブロンズ新社

ワンダードッグ人に寄り添う犬たち モーリーン  マウラー 緑書房 どうぶつポーズであそボウサイ かなざわ まゆこ KADOKAWA

がん専門医妻の進行がんと向き合う 寺下 聡 アスカ・エフ・プロダクツ ハンバーガオー 丸山 誠司 絵本館

崑ちゃん・鎌田式老化のスピードを緩める最強の習慣! 大村 崑 潮出版社 ワスレッポおじさんのきままなさんぽ 石津 ちひろ BL出版

おしゃれな大人が実は愛用している困った!ときのお出かけ服250 主婦と生活社

コシノ三姉妹 コシノ ヒロコ 中央公論新社 ＊この他にも新刊が多数ございます。どうぞご利用下さい。

その１ 「蕎麦打ち万太郎」 原 宏一／著 祥伝社

『蕎麦処まんた』は、モンゴル人で元力士の万太郎と妻、希子と大
学生バイト、拓磨の三人で経営している。

ある日、蕎麦打ちをしていたはずの万太郎がいなくなってしまう。
希子が探しに行くと、コの字酒場『一献屋』の女将と話し込んでいた。
『一献屋』のバイト、綾乃がメンタル不調でアパートに閉じこもって
いるらしい。万太郎と希子は、綾乃のアパートへ向かうのであった。

困った人を助けずにいられない、猪突猛進の万太郎の連作短編小説
です。

その２ 「せんそうしない」 谷川 俊太郎／著 講談社

何かを伝えたいとき、たくさんのことばをならべても、相手に伝わ
るとはかぎりません。難しいことこそシンプルに。詩人の谷川俊太郎
さんの最小限のことばが、穏やかで美しい挿絵とともに読む人の心に
ゆっくりとしっかりと響いてくる一冊です。

その３ 「おとなの大ピンチ図鑑」
大人の大ピンチ研究会／編 主婦と生活社

もうすぐ新年度を迎え新しい環境の中で過ごす予定の方もおられる
と思います。この本では多くの働く人たちの失敗や失言、トラブルな
どをどう乗り越えたかが綴られており、その対処方法がセーフだった
かアウトだったかの判定も下されています。クスッと笑えるほほえま
しい失敗から「これはちょっと・・・」と思うようなトラブルまで、
すべてが実話。いつか笑って振り返られる時が来ることを信じて日々
懸命に生きていきたいものです。社会人として大切なのは経験を積む
ことなのか、それとも心と時間の余裕なのか。皆さんは本書に書かれ
たような「大ピンチ」が訪れたらどう乗り越えるでしょうか？

おすすめの本 新着図書


